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セイヨウナシ褐色斑点病の被害軽減に有効な新規登録薬剤の選定と袋掛け時期 

［要約］セイヨウナシ褐色斑点病の総合的な防除体系構築のために有効な薬剤を３剤選定した。

これらを西洋なしの防除暦に組み込むとともに、早めの袋掛けを行うことで効果的に果実発病を

抑制できる。 
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［背景・ねらい］ 

新潟県のブランド品目である西洋なし「ル レクチエ」園地でセイヨウナシ褐色斑点病が多

発生し、その被害が問題となっている。そこでセイヨウナシ褐色斑点病における有効な薬剤を

選定・登録するとともに袋掛けの時期を精査し、総合防除体系の構築に資する。 

 

［内容］ 

１ フェンブコナゾール・マンゼブ水和剤、シメコナゾール・マンゼブ水和剤及びテブコナゾール・フ

ルオピラムフロアブルのセイヨウナシ褐色斑点病に対する防除効果は、既登録薬剤の有機銅・キ

ャプタン水和剤と同等ないし優れている（図１）。 

 

２ セイヨウナシ褐色斑点病の果実発病抑制には袋掛けが早いほど効果的であることから、５月下

旬を目処にできる限り早く袋掛けを行う（図２）。 

 

［導入効果］ 

病害の発生を抑え、西洋なし生産における収量や収益が向上する。 

 

［導入対象］ 

西洋なし生産者 

 

［留意点］ 

１ これらの薬剤（平成 28 年 12 月 14 日付で農薬登録）及び袋掛け時期は、既に平成 29 年度版

果樹病害虫防除ハンドブックの西洋なし防除暦に盛り込んである。 

２ 小袋を用いて早期被袋する場合は、１果叢 1～２果に摘果して適正着果量の５割程度多めに

被袋する。その後６月下旬までに大袋に掛け替えて、その際適正な果実数に補正する。 

３ 褐色斑点病は農薬だけでは十分な効果が得られないため、防除効果を高めるために必ず伝

染源となる落葉および果実を除去し、発病枝を剪除する（平成 24 年度研究成果情報）。 

４ フェンブコナゾール・マンゼブ水和剤とシメコナゾール・マンゼブ水和剤は有効成分の作用機

構の組合せが同一（同系統剤）なので、連続しての使用は避ける。 

５ 農薬の使用にあたっては、必ず最新の農薬登録等を確認し、適切に使用する。 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：１ 「ル レクチエ」ブランドの強化拡大に向けた安定生産技術の開発 

２ モモ・ナシの高品質安定生産を実現する病害防除技術体系の実証 

３ 病害虫発生予察事業 

予 算 区 分：１ 県単政策（地域ニーズ先端技術開発事業） 

２ 外部資金（革新的技術開発・緊急展開事業） 

３ 外部資金（植物防疫総合推進事業） 

研 究 期 間：平成 27～28 年度 

発表論文等：日本植物病理学会平成 29 年度大会（平成 29 年４月） 

縦罫線の必要性は小さい 

縦軸の説明は軸に沿って
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図１ セイヨウナシ褐色斑点病に対する薬剤の防除効果

注 エラーバーは標準誤差を示す。被袋は６月10日に実施。
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図２ 被袋時期が褐色斑点病の果実発病に及ぼす影響

注 ５月４、６半旬の被袋は小袋（Ｋ社製日本ナシ用）を用い、その後６月下旬
に大袋に掛け替えた。エラーバーは標準誤差を示す。
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